










1985年 4月 留学、タイ王国チュラーロンコーン大学客員研究員（1986年 9月まで）
1995年 4月 南山大学文学部教授
1997年 4月 南山大学文学部人類学科長（2000年 3月まで）
2000年 4月 南山大学人文学部教授（改組による学部所属変更）
2003年 4月 南山大学大学院文学研究科文化人類学専攻主任（2005年 3月まで）
2003年 4月 人類学研究所長（2005年 3月まで）
2004年 4月 南山大学大学院人間文化研究科人類学専攻主任（2006年 3月まで）
2007年 4月 南山大学大学院文学研究科文化人類学専攻主任（2011年 3月まで）
2010年 4月 南山大学大学院人間文化研究科人類学専攻主任（2012年 3月まで）
2016年 3月 南山大学退職
2016年 4月 南山大学名誉教授
学　　会
日本民族学会会員（1970.1～2004.3）
日本文化人類学会会員（2004.4～2016.2）
東南アジア史学会会員（1984.12～2006）
東南アジア学会会員（2006～2016.2）
パーリ学仏教文化学会会員（1991.5～現在に至る。2006.7から 2009.5まで常任
理事〈編集担当〉）
日本タイ学会会員（1998.11～2016.2）
パーリ学仏教文化学会理事（2002.5～現在に至る）
業　　績
〈著書〉
1．文化人類学の視角　伝統と現代［共著］（犀書房，1980），340pp.
2．文化人類学・現代の風景［共編著］（中央法規出版，1993），259pp.
3．暮らしがわかるアジア読本タイ［共著］（河出書房新社，1994），329pp.
［ xii］
4．変貌する社会　文化人類学からのアプローチ［共編著］（ミネルヴァ書房，1997），293pp.
5．タイの上座仏教と社会―文化人類学的考察［単著］（山喜房佛書林，1998），491pp.
6．文化人類学への誘い［共編著］（（株）みらい，2000），215pp.
7．文化人類学を再考する［編著］（青弓社，2001），348pp.
8．アジア市場（マーケット）の文化と社会　流通・交換をめぐる学際的まなざし［共著］（風響社，
2005），260pp.
9．社会変動と宗教の〈再選択〉　ポスト・コロニアル期の人類学研究［共著］（風響社，2009），
300pp.
10．南山大学人類学博物館所蔵民族誌資料の研究　タイ北部山地民の現在 /パプアニューギニアの物
質文化［共編著］（南山大学人類学博物館，2011），166pp.
〈学術研究論文〉
1．「タイ人の行動様式と仏教の倫理―タイ農村社会の具体的考察に基づいて」『民族学研究』41巻 4
号（1977/03）300―316pp.
2．「タイの僧侶 Buddhadasaのイメージをめぐって―ダンマ理論と実践活動の検討から」『南山大学
人類学研究所叢書』Ⅳ（1991/06）277―314pp.
3．「“仏教改革者”としてのモンクットに関する一考察」『白山人類学』第 2号（1993/06）254―
275pp.
4．「タイ独自の大伝統としての仏教宇宙論（トライプーム）をめぐる解釈とタイの“近代化”につ
いての覚え書」『アカデミア　人文・社会科学編』第 67号（1998/03）35―82pp.
5．「世俗社会におけるタイの森林僧の役割をめぐって」『アカデミア　人文・社会科学編』第 71号
（2000/03）169―214pp.
6．「タイの上座仏教と社会―文化人類学的考察（博士論文）」（2002/03）354pp.
7．「タイにおける「下からの」村落開発運動に関する若干の議論―北タイの開発僧プラ・テープ
カウィ（以下、PTと略述する）による運動を手掛かりとして―」『アカデミア　人文・社会科
学編』第 84号（2007/01）1―41pp.
8．「［研究ノート］　タイのサンチ・アソーク仏教集団についての覚書―Marja-Leena Heikkilä-
Horn（以下、M.Hと略述）の研究に基づいて―」『パーリ学仏教文化学』第 26号（2012/12）
223―243pp.
